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第 2 章では、低放射化鋼として F82H、中性子増倍材としてベリリウム、 トリチウム増殖材としてリチウムチタネ
イトを用いた非均質体系を多種用いて、トリチウム生成率 (TPR) を測定、解析することが世界ではじめて日本原子





第 3 章では、第 4 章で述べる計算値の過大評価の理由を検討している。熱中性子を吸収する未確認の不純物の存在
が考えられたので、パルス中性子法を用いる Be 体系の実験で検討した。しかし、ベリリウム中吸収断面積の不純物
混入による増加は観測されたものの、 TPR の過大評価を説明できるほど大きな効果ではなかった。
第 4 章では、第 2 章で述べた手法を数種類のブランケット体系実験に応用した研究について述べている。実験結果
との比較のための計算として、三次元モンテカルロコード MCNP-4C と最新の核データライブラリー、例えば
FENDLlMC-2.0 を用いて解析した。計算値は全体的に TPR を過大評価することがわかった。













3) 中性子増殖材ベリリウムの (n、 2n) 反応二次中性子データとベリリウム材中の不純物に問題があることを明ら
かとしている。特に前者が問題で今後更に研究する必要があることを指滴している。
4) ITER 用トリチウム増殖ブランケットのモックアップ体系に適用して、 DT 中性子源 FNS を用いた実験を行い、
本手法の適用性を示すとともに、核設計計算コードシステムによる計算結果と実験値を比較して問題点をまとめてい
る。
以上のように本論文は、 DT 核融合炉工学の基本課題であるトリチウム自己増殖性能のモックアップに必要な実験
手法を開発し、その有用性を明らかとしたものであり、核融合工学及び核エネルギー工学の発展に寄与するところが
大きい。よって本論文は博士論文として価値あるものと認める。
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